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6月定例会

やちまたやちまた
市議会市議会だよりだより

ピーちゃん ナッちゃん

主な内容

七夕のかざりつけ、 じょうずにできたよ。
みんなのおねがいがかないますように。

� （写真　二州第一保育園　七夕のお楽しみ会）



子
育
て

議
案
第
５
号
・
６
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
処
分
）

子
育
て
世
帯
生
活
支
援 

 

特
別
給
付
金

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
を
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
て
、
児
童
１
人
に
つ

き
５
万
円
の
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
へ

�

電
話
４
４
３

－

１
６
９
３

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

議
案
第
11
号

印
鑑
登
録
証
明
書
の 

 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
開
始

　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
を

利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

に
設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
か
ら

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
へ

�

電
話
４
４
３

－

１
１
２
０

ご
み
処
理

議
案
第
12
号

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

 

焼
却
施
設
改
良
工
事

基
幹
的
施
設
の
改
良
に
よ
り
延
命
化

　

平
成
14
年
の
稼
働
開
始
か
ら
老
朽
化

が
進
ん
だ
焼
却
施
設
の
基
幹
的
設
備

を
、
今
後
も
継
続
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
改
良
工
事
を
３
か
年
計
画
で

行
い
ま
す
。

契
約
金
額　

28
億
９
千
３
０
０
万
円

�

（
一
般
競
争
入
札
）

学
校
給
食

議
案
第
13
号

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

 

食
器
洗
浄
シ
ス
テ
ム
の
購
入

設
備
更
新
に
よ
り
高
効
率
化
を
図
る

　

平
成
10
年
に
設
置
さ
れ
た
食
器
洗
浄

設
備
の
経
年
劣
化
が
著
し
く
、
修
理
用

の
部
品
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
設

備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
こ
の
更
新
に

よ
り
洗
浄
時
間
の
短
縮
、
使
用
す
る
水

の
使
用
料
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

契
約
金
額　

３
千
５
８
６
万
円

�

（
一
般
競
争
入
札
）

▲３か年計画での改良工事を行うクリーンセンター

▲設備更新を行う学校給食センター第二調理場

６月定例会の主な議案６月定例会の主な議案
　６月定例会で可決・承認した16議案から暮らしに関わる主な議案を　６月定例会で可決・承認した16議案から暮らしに関わる主な議案を
紹介します。紹介します。

市議会だより｜令和3年（2021年） 8月1日2

議 案 の 内 容



総

務

総

務

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
市
民
税
の
非
課
税
の
限
度
額
算

定
の
際
の
控
除
対
象
親
族
の
範
囲
の
見

直
し
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
の
適
用
期
間
の
延
長
な
ど
の
改
正
で

す
。問

　
控
除
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲

の
見
直
し
の
内
容
は
。

答
　
国
外
に
居
住
し
て
い
る
方
を
控

除
対
象
扶
養
親
族
と
す
る
場
合

は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
、
30
か
ら
69

歳
の
方
は
控
除
人
数
か
ら
除
外
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　
八
街
市
路
線
バ
ス
運
行
維
持
補

助
金
に
つ
い
て
、
補
助
額
に
つ
い

て
は
赤
字
相
当
分
、
も
し
く
は
上
限
額

４
０
０
万
円
の
補
助
と
の
こ
と
だ
が
、

八
街
循
環
線
の
経
営
悪
化
の
状
況
は
。

答
　
八
街
循
環
線
は
従
前
よ
り
赤
字

路
線
で
し
た
が
、
バ
ス
運
行
会
社

の
事
業
全
体
の
利
益
か
ら
補
填
し
て
運

行
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
採
算
が
取
れ
て
い
た
事
業
も
赤
字

に
な
り
、
運
行
会
社
の
自
助
努
力
の
み

で
は
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
今
回
の
補
助
金
の
交
付
と
な

り
ま
し
た
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
印
鑑

登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得

や
、
申
請
者
の
本
人
確
認
に
よ
る
取
得

を
可
能
に
す
る
改
正
で
す
。

問
　
印
鑑
登
録
証
明
書
だ
け
で
な

く
、
住
民
票
な
ど
も
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
今
回
の
条
例
改
正
は
印
鑑
登
録

証
明
書
の
み
で
す
が
、
住
民
票
の

写
し
、
課
税
証
明
書
、
非
課
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
も
取
得
可
能
で
す
。

問
　
市
外
で
も
対
応
さ
れ
て
い
る
の

か
。

答
　
全
国
の
キ
オ
ス
ク
端
末
が
設
置

さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー

パ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
店
舗

で
取
得
で
き
ま
す
。
市
内
で
は
41
店
舗

で
取
得
で
き
ま
す
。

◆
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
用
備
品

（
第
二
調
理
場
洗
浄
シ
ス
テ
ム
）
の
購

入
に
つ
い
て

問
　
機
種
選
定
の
基
準
は
。

答
　
シ
ス
テ
ム
を
見
直
し
、
洗
浄
時

間
の
短
縮
、
水
の
使
用
料
の
縮
減

が
図
れ
る
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
建
設

経
済
建
設

◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
基
幹

的
設
備
改
良
工
事
の
請
負
契
約

問
　
稼
働
開
始
か
ら
18
年
が
経
過
し

た
焼
却
施
設
を
早
め
に
改
修
し
、

長
寿
命
化
を
図
る
の
か
。

答
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能

力
は
65
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
て

お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
突
然
停
止
し
て
し
ま
う
前

に
、
し
っ
か
り
と
整
備
を
し
て
延
命
化

を
図
り
、
市
民
生
活
に
支
障
を
来
さ
な

い
た
め
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

問
　
工
事
期
間
中
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
事
業
に
影
響
は
な
い
の

か
。答

　
３
年
間
の
工
事
期
間
を
設
定

し
、
２
炉
の
焼
却
炉
を
１
炉
ず
つ

修
繕
し
て
い
き
、
市
民
生
活
に
支
障
を

来
さ
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

問
　
商
工
会
議
所
会
館
の
耐
震
工
事

に
よ
り
、
ど
の
く
ら
い
寿
命
が
延

び
る
の
か
。

答
　
工
事
後
、
40
年
に
渡
り
、
会
館

を
維
持
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

▲�経済建設常任委員会がクリーンセンターの視察
を行いました

委員会 
での審査
紙面の都合上、
質疑等一部を�
掲載します。

3市議会だより｜令和3年（2021年） 8月1日

委員会での審査



令和３年６月定例会議案等賛否一覧

議
案
番
号
等

件　　　名 結　果

各議員の賛否
議
長 誠和会 公明党 やちまた21 改　革クラブ 新誠会 日　本

共産党
鈴
木　

広
美

木
村　

利
晴

山
口　

孝
弘

林　
　

修
三

小
菅　

耕
二

山
田　

雅
士

小
川　

喜
敬

角　
　

麻
子

木
内　

文
雄

栗
林　

澄
惠

小
向　

繁
展

加
藤　
　

弘

林　
　

政
男

小
澤　

孝
延

桜
田　

秀
雄

新
見　
　

準

小
髙　

良
則

石
井　

孝
昭

丸
山
わ
き
子

京
増　

藤
江

市　長　提　出　議　案
議1 専決処分の承認を求めることについて（八街市税条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議2 専決処分の承認を求めることについて（八街市都市計画税条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議3 専決処分の承認を求めることについて（固定資産評価審査委員会条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議4 専決処分の承認を求めることについて（八街市重度心身障害者の医療費助成に関する条例の一部改正） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議5 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度八街市一般会計補正予算） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議6 専決処分の承認を求めることについて（令和３年度八街市一般会計補正予算） 承認 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議7 八街市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議8 八街市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議9 八街市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議10 八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議11 八街市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × ×

議12 八街市クリーンセンター焼却施設基幹的設備改良工事の請負契約の締結について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議13 学校給食センター施設用備品（第二調理場食器洗浄システム）の購入について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議14 令和３年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議15 八街市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議16 令和３年度八街市一般会計補正予算について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議　員　提　出　議　案
発2 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書の提出について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

発3 国における令和４年度教育予算拡充に関する意見書の提出について 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○

議案番号等欄　　議・・議案　　発・・議員発議案
※鈴木広美議長は採決に加わりません。
各議員の賛否欄　　○・・賛成　　×・・反対　　欠・・欠席

意見書を国などに提出しました。（一部抜粋）
義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書（発議案第２号）

　義務教育費国庫負担制度は、憲法上の要請として、教育の機会均等とその水準の維持向上をめざして、子どもたちの経済的、地理的な条件
や居住地のいかんにかかわらず無償で義務教育を受ける機会を保障し、かつ、一定水準の教育を確保するという国の責務を果たすものです。
　地方財政においても厳しさが増している今、同制度の見直しは、義務教育の円滑な推進に大きな影響を及ぼすことが憂慮されます。また、
同制度が廃止された場合、義務教育の水準に格差が生まれることは必至です。
　よって、国においては、21世紀の子どもたちの教育に責任を持つとともに、教育水準の維持向上と地方財政の安定をはかるため、義務教
育費国庫負担制度を堅持するよう強く求めます。

国における令和４年度教育予算拡充に関する意見書（発議案第３号）
・災害からの教育復興にかかわる予算の拡充を十分にはかること。
・少人数学級を実現するため、公立義務教育諸学校の教職員定数を改善する計画を早期に策定・実現すること。
・保護者の教育費負担を軽減するために義務教育教科書無償制度を堅持すること。
・現在の経済状況を鑑み、就学援助や奨学金事業に関わる予算をさらに拡充すること。
・子どもたちが地域で活動できる総合型地域クラブの育成等、環境・条件を整備すること。
・�老朽化等による危険をともなう校舎・ブロック塀の改築や、更衣室、洋式トイレ、空調設備設置等の公立学校施設整備費を充実すること。
・子どもの安全と充実した学習環境を保障するために、財政措置を講じること。
・�感染症に伴う臨時休校等のさまざまな措置により、児童・生徒が健康面、学習面で不安やストレスを感じることがないよう財政措置を講じること。

市議会だより｜令和3年（2021年） 8月1日4

議 案 と 結 果



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問問
　

国
は
高
齢
者
の
接
種
を
７
月
ま

で
に
終
わ
ら
せ
る
計
画
だ
が
本
市

の
現
状
は
。

答答

　
７
月
中
に
終
了
す
る
よ
う
に
体

制
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

問問

　
急
な
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
等
へ
の

対
応
は
。

答答

　
集
団
接
種
会
場
で
は
、
市
内
の

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
、
保
育

施
設
等
の
従
事
者
、
本
市
集
団
接
種
会

場
の
従
事
者
の
順
で
接
種
を
行
い
ま

す
。
個
別
接
種
で
は
、
各
医
療
機
関
で

ワ
ク
チ
ン
の
廃
棄
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
キ
ャ
ン
セ
ル
対
応
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場

合
に
す
ぐ
に
接
種
会
場
に
行
け
る
市
民

を
募
っ
て
名
簿
順
に
接
種
す
る
仕
組
み

を
実
施
し
ま
す
。�

問問

　
高
齢
者
等
の
移
動
困
難
者
へ
の

対
応
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
券
の
追

加
配
布
や
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
臨
時
運

行
の
実
施
は
。

答答

　
現
時
点
で
は
難
し
い
で
す
。
移

動
手
段
の
確
保
に
は
、
臨
時
の
ふ

れ
あ
い
バ
ス
と
、
榎
戸
駅
を
経
由
し
て

八
街
駅
と
中
央
公
民
館
を
往
復
す
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
さ
ら

に
、「
八
街
循
環
線
」
を
休
日
に
貸
切

で
運
行
で
き
る
よ
う
に
バ
ス
会
社
と
調

整
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
乗

車
料
金
は
、
市
民
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
無
料
で
す
。

問問

　
ゆ
う
あ
い
号
の
活
用
は
。

答答

　
ゆ
う
あ
い
号
は
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
と
そ
の
家
族
、
社
会
福
祉

団
体
、
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
対
象
に
貸
し
出
し
て
い
る
車
い
す
対

応
の
乗
車
機
能
を
備
え
た
福
祉
カ
ー
で

す
。
貸
し
出
し
に
あ
た
り
利
用
目
的
の

制
限
は
な
く
、
接
種
の
た
め
の
医
療
機

関
や
集
団
接

種
会
場
へ
の

移
動
に
も
貸

し
出
し
は
可

能
で
す
。

個 人 　
　 質 問
市
民
が
安
心
で
き
る
対
応
を

市
民
が
安
心
で
き
る
対
応
を

公
明
党
 
角　
麻
子

市 政 を 問 う !市 政 を 問 う !

　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行
機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
　６月定例会の一般質問は、６月３日（木）、４日　６月定例会の一般質問は、６月３日（木）、４日
（金）、８日（火）の３日間に12名の議員が質問し（金）、８日（火）の３日間に12名の議員が質問し
ました。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約ました。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約
して掲載しています。）して掲載しています。）

質　　問　　順質　　問　　順
公　明　党　角　　麻子　議員公　明　党　角　　麻子　議員
公　明　党　木内　文雄　議員公　明　党　木内　文雄　議員
公　明　党　栗林　澄惠　議員公　明　党　栗林　澄惠　議員
誠　和　会　木村　利晴　議員誠　和　会　木村　利晴　議員
誠　和　会　山口　孝弘　議員誠　和　会　山口　孝弘　議員
日本共産党　京増　藤江　議員日本共産党　京増　藤江　議員
日本共産党　丸山　わき子議員日本共産党　丸山　わき子議員
やちまた21　小澤　孝延　議員やちまた21　小澤　孝延　議員
やちまた21　加藤　弘　　議員やちまた21　加藤　弘　　議員
新　誠　会　小髙　良則　議員新　誠　会　小髙　良則　議員
改革クラブ　桜田　秀雄　議員改革クラブ　桜田　秀雄　議員
改革クラブ　新見　準　　議員改革クラブ　新見　準　　議員

▲ゆうあい号の車いす乗車機能
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若
者
の
定
住
支
援
を

問問
　

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
の
「
肩

代
わ
り
」支
援
制
度
に
つ
い
て
は
。

答答
　

大
学
等
を
卒
業
し
た
後
も
引
き

続
き
定
住
す
る
方
に
支
援
金
を
交

付
し
て
奨
学
金
を
実
質
肩
代
わ
り
し
、

若
い
世
代
の
転
出
を
抑
制
す
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
地
域

活
性
化
や
、
若
者
が
住
み
続
け
た
い
街

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
ご
質
問
の
制
度

に
限
ら
ず
、
他
団
体
の
先
進
事
例
等
を

し
っ
か
り
と
調
査
・
研
究
を
行
い
な
が

ら
様
々
な
支
援
策
を
検
討
し
て
行
き
ま

す
。家

庭
用
井
戸
の
支
援
を

問問
　

家
庭
用
井
戸
の
水
質
検
査
等
の

支
援
は
。

答答
　

現
在
、
市
で
は
支
援
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
周
辺
自
治

体
の
状
況
等
に
つ
い
て
十
分
調
査
を
行

い
、
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
浄
水
器
設

置
費
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

後
期
基
本
計
画
・
基
本
目
標
１

問問
　
「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希

望
を
か
な
え
る
全
世
代
活
躍
の
街

づ
く
り
」
へ
の
取
組
は
。

答答
　

本
年
４
月
、
本
市
で
初
と
な
る

児
童
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、

新
規
事
業
と
し
て
新
婚
世
帯
に
対
し
、

新
居
の
家
賃
や
引
越
費
用
等
の
経
済
的

支
援
を
行
う「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
近
接
す

る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
な
ど
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
、
全
世
代
活
躍
の
街

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

三
世
代
同
居
・
近
居
住
支
援
事
業
補
助
金

問問
　

三
世
代
同
居
・
近
居
住
支
援
事

業
補
助
金
の
新
設
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
は
。

答答
　

三
世
代
同
居
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児

に
対
す
る
子
育
て
層
の
不
安
や
負
担
を

軽
減
し
、
少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る
有

効
な
施
策
と
考
え
ま
す
。「
三
世
代
同

居
・
近
居
住
支
援
事
業
補
助
金
」
に
つ

続
を
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る 

 

女
性
の
負
担
軽
減
を

問問
　

小
・
中
学
校
の
実
態
は
。

答答
　

現
在
、
市
内
全
小
中
学
校
は
、

児
童
生
徒
が
困
ら
な
い
よ
う
保
健

室
に
生
理
用
品
を
備
え
て
い
ま
す
。
学

校
と
し
て
は
、
児
童
生
徒
が
生
理
用
品

を
受
け
取
り
に
来
た
機
会
を
捉
え
、
困

り
感
に
寄
り
添
い
、
心
身
の
健
康
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。
今
後
も
社
会
の
動
向

を
注
視
し
、
児
童

生
徒
が
困
ら
な
い

よ
う
に
最
善
の
配

慮
を
し
て
行
き
ま

す
。そ

の
他
の
質
問

◆
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◆�

生
理
用
品
を
「
必
要
と
す
る
人
」
へ

の
配
布

い
て
も
、
先
進
事
例
等
の
調
査
・
研
究

を
進
め
、
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
、

地
域
独
自
の
取
組
に

対
す
る
財
政
支
援
の

充
実
に
つ
い
て
、
国

や
県
に
要
望
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
へ
の 

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

-
Ｆ
ｉ
の
設
置

問問
　

公
共
施
設
等
は
、
避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ

‒

Ｆ
ｉ
設
置
を
求
め
る
ニ
ー

ズ
が
あ
る
が
考
え
は
。

答答
　

現
在
、
市
立
図
書
館
と
児
童
館

「
ひ
ま
わ
り
の
家
」
の
２
箇
所
に

お
い
て
、
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

–

Ｆ
ｉ
が
使
用

可
能
で
す
。
ほ
か
の
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
設
置
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
設
置
が
可
能
か
、
十
分
調
査
、

研
究
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の
導
入

個 人 　
　 質 問
住
み
続
け
た
い
や
ち
ま
た

住
み
続
け
た
い
や
ち
ま
た

公
明
党
 
栗
林　
澄
惠

個 人 　
　 質 問
全
世
代
活
躍
の
街
づ
く
り

全
世
代
活
躍
の
街
づ
く
り

公
明
党
 
木
内　
文
雄
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ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進

問問
　

高
齢
者
の
方
た
ち
の
健
康
維
持

の
取
組
は
。

答答
　

本
市
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度

は
姿
勢
改
善
教
室
、
ヨ
ガ
、
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
９
つ
の
教
室
を
開
催
し
、
延
べ

１
千
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

問問
　

継
続
的
な
取
組
と
そ
の
効
果

は
。

答答
　

市
民
が
10
人
以
上
集
ま
る
サ
ー

ク
ル
等
に
、
介
護
予
防
に
関
す
る

研
修
を
受
講
し
た
市
民
を
介
護
予
防

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
派
遣
す
る
、
出
張
介

護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
の
健
康
維
持
に
効
果
が
あ
り
、「
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
運
動
が
で
き
て
楽

し
か
っ
た
」、「
運
動
す
る
習
慣
が
つ
い

て
よ
か
っ
た
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

問問
　

ス
ポ
ー
ツ
に
は
医
療
費
を
抑
制

で
き
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
効
果
と
し
て
健
康
増
強
、
寿

命
の
延
伸
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
、
情
報
、

地
域
交
流
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
は
最
も
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え

る
。
地
域
住
民
、
近
隣
地
域
の
交
流
の

場
と
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設

は
。

答答
　

財
源
や
必
要
性
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
、
今
後
、
様
々
な
視
点
か

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

消
防
団
が
抱
え
る
問
題

問問
　

消
防
団
が
地
域
の
安
全
確
保
の

た
め
に
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大

き
い
。
し
か
し
、
全
国
的
に
消
防
団
員

数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
八
街
市
も

例
外
で
は
な
く
団
員
数
の
減
少
は
深
刻

な
問
題
。
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模

な
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
年
を
追
う

ご
と
に
高
ま
る
中
で
、
団
員
の
確
保
は

非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
消
防
団

員
数
の
確
保
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
策

は
。

答答
　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
消

防
団
員
数
は
定
員
４
８
０
名
に
対

し
実
員
３
５
５
名
。
団
員
の
確
保
の
た

め
、
機
能
別
団
員
制
度
、
女
性
消
防
班

制
度
の
導
入
や
消
防
団
加
入
促
進
の
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
掲
出
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
独
自
施

策
で
あ
る
消
防
団
員
中
型
自
動
車
及
び

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
補
助

金
の
制
度
を
創
設
し
、
消
防
団
員
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問問
　

団
員
の
報
酬
、
出
動
手
当
は
早

期
に
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答答
　

令
和
３
年
４
月
13
日
付
で
消
防

庁
か
ら
報
酬
等
に
つ
い
て
の
通
知

が
出
さ
れ
て
お
り
、
早
急
に
検
討
し
ま

す
。

問問
　

消
防
団
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
な
る
中
、
将
来
を
見
据

え
た
団
編
成
は
。

答答
　

持
続
可
能
な
団
編
成
に
向
け
、

消
防
団
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

問問
　

消
防
機
能
の
充
実
は
。

答答
　

消
防
水
利
の
耐
震
性
貯
水
槽
へ

の
転
換
や
臨
機
応
変
に
対
応
で
き

る
実
技
訓
練
を
計
画
し
ま
す
。
各
分
団

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
適
切
に
対
応

し
ま
す
。

個 人 　
　 質 問
持
続
可
能
な
消
防
団
の
在
り
方

持
続
可
能
な
消
防
団
の
在
り
方

誠
和
会
 
山
口　
孝
弘

個 人 　
　 質 問
健
康
で
元
気
な
街
づ
く
り

健
康
で
元
気
な
街
づ
く
り

誠
和
会
 
木
村　
利
晴

▲消防団の地域との交流
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就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

問問
　

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

段
階
的
な
取
組
の
１
つ
と
し
て
、

通
常
の
就
学
援
助
制
度
の
基
準
額
よ
り

給
食
費
の
認
定
基
準
だ
け
を
引
き
上

げ
、
給
食
費
の
負
担
軽
減
は
で
き
な
い

か
。

答答
　

新
た
に
何
か
対
策
は
で
き
な
い

も
の
か
考
え
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は

問問
　

児
童
館
で
の
子
ど
も
食
堂
の
実

施
は
。

答答
　

隣
接
す
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、
子
ど
も
と
高
齢
者

が
交
流
を
持
ち
な
が
ら
食
事
に
関
わ
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
貧
困
対
策
の
一
助
と
な
れ
な
い
か
研

究
し
ま
す
。

中
央
公
園
の
管
理
は

問問
　

中
央
公
園
は
親
水
公
園
と
し
て

造
ら
れ
た
が
、
10
年
前
か
ら
修
繕

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
役
割
は
果
た

し
て
い
な
い
。
親
水
公
園
と
し
て
の
活

用
を
求
め
る
が
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の 

強
化
を

問問
　

コ
ロ
ナ
封
じ
込
め
の
た
め
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
す
る
市
民
、
医

療
機
関
、
高
齢
者
施
設
等
の
職
員
、
学

校
、保
育
園
等
で
の
実
施
を
求
め
る
が
。

答答
　

学
校
や
対
象
施
設
等
で
の
感
染

者
の
発
生
状
況
に
応
じ
、
そ
の
都

度
対
応
し
ま
す
。

問問
　

75
歳
以
上
の
方
で
、
予
約
が
で

き
て
い
な
い
方
が
約
３
千
人
い
る

が
そ
の
対
応
は
。

答答
　

必
ず
接
種
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

環
境
保
護
の
取
組
は

問問
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
よ
る
健

康
へ
の
悪
影
響
、
対
策
は
。

答答
　

施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

調
査
、
研
究
し
ま
す
。

問問
　

水
飲
み
場
は
排
水
が
悪
く
、
砂

場
は
草
が
生
え
、
砂
が
固
ま
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
遊
び
場
と
し
て
の

環
境
整
備
・
改
善
は
。

答答
　

早
急
に
現
地
を
確
認
し
、
清
掃

等
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応
し

ま
す
。

問問
　

公
園
の
水
飲
み
場
の
管
理
は
。

答答
　

２
か
所
あ
る
内
、
１
か
所
は
壊

れ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
改

修
し
ま
す
。

道
路
整
備

問問
　

市
道
五
区
１
号
線
に
交
互
通
行

が
困
難
な
カ
ー
ブ
が
２
か
所
あ
る

が
改
善
は
。

答答
　

早
急
に
解
消
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
ま
す
。

問問
　

市
道
１
０
２
号
線
、
中
央
グ
ラ

ン
ド
脇
の
拡
幅
計
画
は
。

答答
　

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の

歩
道
整
備
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

の
設
置
な
ど
早
期
の
事
業
化
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

答答
　

世
界
の
研
究
機
関
に
よ
り
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
野

生
生
物
へ
の
影
響
が
出
始
め
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
人
体
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
の
見
方
も
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
や
ち
ま
た
等
で

情
報
を
発
信
し
、
注
意
喚
起
し
て
い
き

ま
す
。

問問
　

産
業
革
命
前
と
比
べ
て
世
界
の

気
温
上
昇
を
１
・
５
度
未
満
に
抑

え
る
必
要
が
あ
る
。
２
０
３
０
年
ま
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
、
２
０
５

０
年
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
計
画
は
。
ま

た
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
目

標
計
画
に
お
け
る
省
エ
ネ
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
。

答答
　

リ
サ
イ
ク
ル
率
を
高
め
、
燃
や

さ
な
い
ご
み
行
政
を
推
進
し
ま

す
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
ゼ
ロ
計

画
等
に
つ
い
て
、
実
施
可
能
な
施
策
を

講
じ
、
八
街
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
含
め
、
今
後
策
定
を
検
討
す
る

環
境
基
本
計
画
で
ゼ
ロ
計
画
を
位
置
づ

け
ま
す
。

個 人 　
　 質 問
コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を

日
本
共
産
党
 
丸
山　
わ
き
子

個 人 　
　 質 問
コ
ロ
ナ
・
温
暖
化
対
策
の
強
化
を

コ
ロ
ナ
・
温
暖
化
対
策
の
強
化
を

日
本
共
産
党
 
京
増　
藤
江
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地
域
共
生
社
会

問問
　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
取
組
は
。

答答
　

地
域
共
生
社
会
の
定
義
は
、「
制

度
・
分
野
ご
と
の
縦
割
り
や
支
え

手
・
受
け
手
と
い
う
関
係
を
越
え
て
、

地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体
が
我

が
事
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と

資
源
が
世
代
や
分
野
を
越
え
て
丸
ご
と

つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り

の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も

に
創
っ
て
い
く
社
会
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
八
街
市
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、
多

様
な
主
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か

し
た
街
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

問問
　

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
状
況

は
。

答答
　

令
和
４
年
度
か
ら
策
定
に
着
手

し
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育

て
分
野
の
個
別
計
画
の
計
画
期
間
と
の

整
合
を
考
慮
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

５
カ
年
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

問問
　

障
害
が
あ
る
方
の
雇
用
促
進
を

図
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
オ
フ
ィ
ス
の

取
組
へ
の
考
え
は
。

答答
　

今
後
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る

県
、近
隣
市
の
取
組
状
況
を
調
査
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問問
　

多
世
代
や
多
文
化
共
生
へ
の
取

組
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答答
　

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係
団
体
と
密
に
連
携

を
取
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆�

外
国
人
へ
合
理
的
配
慮
を
し
た
対
応

安
全
対
策
・
防
犯
対
策
は

問問
　

小
中
学
校
及
び
教
育
機
関
の
安

全
対
策
・
防
犯
対
策
は
。

答答
　

学
校
安
全
計
画
を
基
に
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、「
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
事
項
」
と
「
豪
雨
等
に
よ
る
帰
宅
困

難
時
の
引
き
渡
し
」
の
２
点
を
全
校
で

追
記
し
、
全
職
員
で
の
共
通
理
解
を
図

り
ま
し
た
。

問問
　

通
学
路
の
安
全
点
検
で
指
摘
さ

れ
た
場
所
の
改
善
の
状
況
は
。

答答
　

横
断
歩
道
の
ラ
イ
ン
の
引
き
直

し
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
表
示
、

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
登

下
校
時
は
交
通
量
が

多
い
箇
所
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

幼
・
小
・
中
・
高
連
携
教
育

問問
　

幼
・
小
・
中
・
高
連
携
教
育
の

今
後
の
方
針
は
。

答答
　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
教
育
の

柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
来
た
幼
・

小
・
中
・
高
連
携
に
、「
学
力
向
上
の

た
め
の
連
携
教
育
」、「
幼
・
小
・
中
・

高
連
携
共
通
６
項
目
の
一
層
の
徹
底
」、

「
情
報
発
信
の
重
視
」
の
３
つ
の
重
点

施
策
を
上
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

導
入
し
た
一
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
の
活
用

に
よ
り
、
学
校
間
の
み
な
ら
ず
大
学
や

企
業
と
の
連
携
な
ど
、
充
実
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

郷
土
資
料
館
の
今
後

問問
　

郷
土
資
料
館
の
今
後
の
計
画

は
。

答答
　

郷
土
資
料
館
の
在
り
方
等
庁
内

検
討
会
議
を
設
置
し
、
施
設
の
在

り
方
、
設
置
場
所
等
の
調
査
を
行
い
、

総
合
的
に
今
後
の
郷
土
資
料
館
の
建
設

に
つ
い
て
判
断
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆�

建
設
部
へ
の
市
民
要
望
の
未
達
成
の

問
題

個 人 　
　 質 問
教
育
現
場
の
現
状
は

教
育
現
場
の
現
状
はや

ち
ま
た
21 

加
藤　
弘

個 人 　
　 質 問
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

や
ち
ま
た
21 

小
澤　
孝
延
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駅
北
側
用
地
問
題

問問
　

駅
北
側
用
地
の
評
価
額
は
。

答答
　

八
街
駅
北
側
土
地
区
画
整
理
事

業
費
は
約
52
億
４
千
７
０
０
万

円
、
市
有
地
取
得
費
は
９
億
６
千
３
０

０
万
円
、
現
在
の
評
価
額
は
３
億
１
千

３
０
０
万
円
で
す
。

問問
　

不
動
産
業
者
に
よ
る
と
現
在
の

売
買
価
格
で
は
３
億
円
程
度
と

伺
っ
て
い
る
。
市
民
の
共
有
財
産
で
あ

り
売
却
は
避
け
る
べ
き
だ
。
職
員
や
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
街
の
賑
わ
い
づ
く

り
に
利
用
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

全
天
候
型
の
大
型
テ
ン
ト
を
設
置
し
コ

ン
テ
ナ
ブ
ー
ス
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
魅

力
あ
る
店
舗
に
出
店
を
お
願
い
し
、
毎

週
末
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
の

事
業
に
活
用
す
る
考
え
は
。

答答
　

本
年
五
月
、
庁
内
に
「
公
有
財

産
活
用
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
今
後
、
民
間
事
業
者
と
の
対

話
や
市
民
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
利

活
用
の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

行
政
区
長
制
度
問
題

問問
　

令
和
二
年
、
地
方
公
務
員
法
の

改
正
で
区
長
制
度
が
廃
止
に
な

り
、
今
後
、
地
域
の
住
民
自
治
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

答答
　

法
律
の
改
正
で
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
委
嘱
す
る
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
関
係
規
則
の
一
部
を

改
正
し
、「
区
長
の
名
称
と
職
務
内
容
」

は
現
状
の
ま
ま
と
し
て
有
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
位
置
づ
け
、
報
酬
か
ら
報
償

と
し
て
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問問
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
入
手

状
況
は
。

答答
　

今
後
と
も
接
種
計
画
に
基
づ
き

確
保
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問
　

未
接
種
者
に
対
し
て
の
対
応

は
。

答答
　

予
防
接
種
法
に
よ
り
原
則
と
し

て
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問問
　

年
齢
別
接
種
以
降
の
タ
イ
ミ
ン

グ
は
。

答答
　

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
に
つ
い
て

空
白
期
間
が
生
じ
な
い
よ
う
医
師

会
の
協
力
の
も
と
進
め
ま
す
。

問問
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
柔
軟
性
を
求

め
る
。

答答
　

あ
る
程
度
現
場
の
中
の
判
断
で

柔
軟
な
形
で
対
応
し
ま
す
。
千
葉

県
に
は
教
職
員
や
保
育
士
等
に
優
先
配

慮
を
緊
急
要
望
し
て
い
ま
す
。

選
挙
の
投
票
率
向
上

問問
　

投
票
率
の
低
下
問
題
は
。

答答
　

地
区
別
、
年
齢
別
の
投
票
状
況

を
把
握
分
析
し
投
票
率
の
向
上
に

向
け
た
取
組
を
見
直
す
な
ど
啓
発
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

警
察
署
の
設
置

問問
　

八
街
警
察
署
の
設
置
を
求
め

る
。

答答
　

要
望
し
て
い
る
も
の
の
、
必
要

な
署
員
数
の
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
直
ち
に

応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

中
学
生
の
制
服

問問
　

様
々
な
懸
案
よ
り
生
徒
の
制
服

選
択
制
を
求
め
る
。

答答
　

本
件
に
つ
い
て
は
、
管
理
職
の

ほ
か
、
養
護
教
諭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、

生
徒
代
表
等
の
様
々
な
意
見
を
聞
き
、

性
の
多
様
性
に
配
慮
し
て
制
服
の
在
り

方
に
つ
い
て
、慎
重
に
対
応
を
進
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆
コ
ロ
ナ
禍
飲
食
店
の
支
援

個 人 　
　 質 問

毎
週
末
イ
ベ
ン
ト
開
催
で

毎
週
末
イ
ベ
ン
ト
開
催
で

　
　
　
　
　
　
　
街
に
活
力
を

　
　
　
　
　
　
　
街
に
活
力
を

改
革
ク
ラ
ブ
 
桜
田　
秀
雄

個 人 　
　 質 問
現
状
か
ら
の
脱
却

現
状
か
ら
の
脱
却

新
誠
会
 
小
髙　
良
則

▲八街駅北側市有地
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学
校
給
食
費
無
償
化

問問
　

学
校
給
食
の
品
質
向
上
と
給
食

費
負
担
軽
減
は
。

答答
　

学
校
給
食
実
施
基
準
及
び
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
や
大
量
調
理

施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
衛

生
管
理
を
行
い
、
食
材
選
定
は
栄
養
士

が
地
産
地
消
、
栄
養
価
や
季
節
を
考
慮

し
た
献
立
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

問問
　

給
食
費
負
担
金
額
の
算
定
は
。

答答
　

年
間
１
９
０
食
目
安
に
、
小
学

校
が
４
万
８
千
７
３
０
円
、
１
食

２
５
６
円
。
中
学
校
が
５
万
５
千
６
６

０
円
、
１
食
２
９
３
円
で
す
。

問問
　

給
食
費
は
食
材
の
み
か
。

答答
　

保
護
者
負
担
は
食
材
費
相
当
額

の
み
で
す
。
そ
の
ほ
か
の
学
校
給

食
運
営
の
経
費
は
市
が
負
担
し
て
い
ま

す
。

問問
　

食
材
納
入
業
者
と
の
契
約
は
。

答答
　

千
葉
県
学
校
給
食
会
と
契
約
し

指
定
加
工
業
者
か
ら
納
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
肉
、
野
菜
、
加
工
品
、
調
味

料
は
市
内
及
び
近
隣
20
業
者
と
個
々
に

契
約
し
て
い
ま
す
。

問問
　

卵
、
落
花
生
、
食
肉
は
契
約
業

者
が
１
、
２
社
と
少
な
い
。
多
く

の
業
者
の
参
入
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
に

よ
り
、
給
食
費
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

答答
　

購
入
コ
ス
ト
削
減
や
、透
明
性
、

公
平
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
新

規
納
入
業
者
の
参
入
を
増
や
す
取
組
が

必
要
で
す
。
広
報
な
ど
で
条
件
等
を
周

知
し
、
現
場
説
明
会
等
を
開
催
す
る
方

向
で
進
め
ま
す
。

問問
　

熊
谷
知
事
は
給
食
費
の
無
償
化

を
挙
げ
て
い
る
。
立
憲
議
員
団
と

の
懇
談
会
で
「
自
治
体
特
有
の
給
食
運

営
が
あ
る
の
で
個
別
に
相
談
し
た
い
」

と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
生
活
困
窮
者
を

救
う
の
が
政
治
の
役
目
、
自
治
体
の
務

め
。
給
食
費
の
無
償
化
を
。

答答
　

一
部
の
市
町
で
給
食
費
完
全
無

償
化
、
あ
る
い
は
第
３
子
以
降
の

無
償
化
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
進

地
の
事
例
を
調
査
、
研
究
し
ま
す
。

個 人 　
　 質 問
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
！

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
！

改
革
ク
ラ
ブ
 
新
見　
準

市議会をインターネットから視聴できます
　パソコン、スマートフォンやタブレットを使って、インターネットで市議会の模様が視聴できます。
ぜひ、ご利用ください。

ライブ中継の視聴方法

１．�「八街市議会インターネット議会中継」
から議会中継のページにアクセス。

２．「ライブ中継を見る」をクリック。
３．ライブ中継を再生。

・ �次回の議会の予定は、16ページの定例会
の予定に掲載しています。

・ �録画映像をあとで見られる録画中継は、本会議のみです。
・ �音声が出ますので、視聴の際は音量の設定にご注意ください。
・ �スマホ等での視聴にはWi-Fiに接続するなど、インターネット通信の環境に�
ご注意下さい。 議会中継
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地域公共交通に関する要望書を市長に提出しました。

　八街市議会地域公共交通研究会は、２月２日の発足から４回の会議を開催し、八
街市に合った地域公共交通の形を実現するために話し合いました。６月21日、現在
の高齢者外出支援タクシー制度を改変し、交通過疎地域、空白地帯を解消し、高齢
者が住みやすい八街市をつくることなどを要望書として市長に提出しました。
　今後も引き続き、八街市のよりよい公共交通の形を求めて研究会は活動を続けて
いきます。

研 究 会 の 活 動 記 録

令和３年
２月� 2日　研究会の発足、
　　� � 　　第１回研究会の開催
４月15日　第２回研究会の開催
５月13日　第３回研究会の開催
６月� 6日　第４回研究会の開催
６月21日　要望書の提出 ▲�北村新司市長（中央）と、林政男研究会会長（右）、

木内文雄同副会長（左）

全国市議会議長会から表彰がありました
　加藤議員、石井議員に、市議会
議員として永きにわたり市政の発
展に尽くされた功績により表彰状
が贈られました。

加藤　弘　　議員
平成11年初当選　現在６期目

石井　孝昭　議員
平成22年初当選　現在４期目

市議会だより｜令和3年（2021年） 8月1日12
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高校生、インターンシップで市議会を体験
　６月16日、八街高等学校の授業の一環として、生徒３名がインターンシップとし
て６月定例会文教福祉常任委員会と同協議会に参加しました。
　３名とも初めての議会と会議場での議員と執行部のやりとりに緊張していた様子
でしたが、その後の協議会では少しリラックスし、議員たちと雑談を交えての交流
もできました。
　最後に、感想文を提出していただき、市議会でのインターンシップを修了しました。

感　　想　　文

　衆議院や参議院の会議と全く違い、私のイメージでは対立し合っていて意見がまとまっ
ていない雰囲気があるのですが、今回の常任委員会は、１人が話したらたくさんの質問が出
て、納得するまで話し合っていたのがイメージと違いました。
　難しいことばかりの内容でしたが、八街がよりよいものになるために、こんなに頑張っ
てくださっているのを見て、自分も八街がどのようによくなるか考え、また何ができるか
考えてみたいと思いました。

　普段テレビで放送されているのと、実際にその場所に行って参加してみるのとはイメー
ジが違いました。質問だけでなく答える方も細かく、長く返答していて、よくあんなに言
葉が出てくるなと感動しました。たった１時間ちょっとその場にいただけなのにとても疲
れたし、のどもカラカラになりました。

　１つ１つの議題に対して、すごく細かいところまで質問されているのがすごいなと感じ
ました。
　また、協議会でも、自分の意見をしっかりと述べていて、発言力があるなと思いました。
高校生の考えも大事な意見とおっしゃっていたので、これからはもう少し自分の市のこと
を考えてみようと思いました。

� 参加された高校生の皆さま、おつかれさまでした。
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市民の皆さまの意見を募集します
（パブリックコメント）

　パブリックコメントとは、市が政策や条例を決める際にその案や素案を市民の皆さま
に広く公表し、意見などを募集する制度です。八街市議会では次の条例案について、ご
意見を募集します。

八街市議会基本条例（案）
　八街市議会基本条例は、議会が果たす役割や責任を認識し、市民の福祉の増進のために、
公平性と透明性をもって市民に開かれた議会を目指し、信頼される議会を創っていくた
めの基本事項を条例として策定するものです。
　この議会基本条例に対して、市民の皆さまから広くご意見を募集して、最終案を取り
まとめていきますので、ご応募をお願いします。

募集対象　　八街市内在住、在勤の方、市内に事務所、事業所を有する方
募集期間　　令和３年８月１日から令和３年８月31日
公表場所　　�市役所議会事務局、市役所文書公開コーナー、図書館、中央公民館、スポー

ツプラザ
応募方法　　�応募用紙に必要事項を記入し、議会事務局に郵送、持参、またはファックス、

メールにてご応募ください。
提 出 先　　①郵送・持参　〒289-1192 八街市八街ほ35番地29 八街市議会事務局 宛
　　　　　　②ファックス　043-443-1512　 ③メール　gikai@city.yachimata.lg.jp

八街市議会基本条例のPR動画を作成しました
　議会基本条例を広く市民の皆さまに知ってい
ただくため、PR動画を作成しました。市議会の
ホームページからぜひご覧ください。
　ホームページから基本条例全文と解説、意見
の応募用紙をダウンロードできます。

○市議会のホームページ○
https://www.city.yachimata.lg.jp/soshiki/29/ PR動画はこちら

市議会のHP
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八街市議会基本条例（案）一部抜粋

　八街市議会基本条例は、八街市議会が、その理念に基づき目的を果たしていくための
基本事項を第１から第７までの章に定めています。その案の一部をご紹介します。
�
第一章　総則（第１条から第３条）
第二章　議会及び議員の活動原則等（第４条から第８条）
第三章　議会と市民との関係（第９条から第13条）
第四章　議会と市長等との関係（第14条から第18条）
第五章　議会の機能強化（第19条から第27条）
第六章　議員政治倫理、身分及び待遇（第28条から第30条）
第七章　条例の最高規範性及び検証（第31条・第32条）
（略）
第１章　総則
（目的）
第１条　この条例は八街市議会運営の最高規範として、基本理念、基本方針、活動原則
その他議会の基本事項を定めることにより、市民の負託に的確に応え、市民の福祉の増
進及び市勢発展に寄与することを目的とする。
（略）
第３章　議会と市民との関係
（市民参加）
第９条　議会は、市民に議会活動に関する情報を積極的に提供することにより、その透
明性を高めるとともに、説明責任を果たすものとする。
２　議会は、市民との意見交換の場を多様に設けて、市民の意見を把握することに努め
るものとする。
（略）
第７章　条例の最高規範性及び検証
（最高規範性）
第31条　この条例は、議会運営の最高規範であり、議会は、この条例の目的に反する条例、
規則等の制定又は改廃をしてはならない。
２　議会運営に関する条例、規則等はこの条例の目的に従って制定され運用されなけれ
ばならない。
（略）
�
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4月20日、八街市児童館ひまわりの家がオープンしました！4月20日、八街市児童館ひまわりの家がオープンしました！
　長年、子育て世代を始め多くの市民の皆さんが待ち焦がれていた「子どもが安全に遊
べる場所」「安心して過ごせる居場所」として、八街市児童館ひまわりの家が令和３年
４月20日に開館いたしました。オープンして２か月余り、2,500名強の児童、保護者の
利用をいただき、「新しいお友だちができてうれしい」「いろんな遊びができて楽しい」「お
勉強もできる」という児童の声や、「八街にこんな施設が欲しかった」「子どもを安心し
て遊ばせる場所ができてよかった」「いろんな子どもを受け入れてくれる場所ができて
うれしい」などの保護者の声が聞こえてきます。ひまわりの家は「子どもの最善の利益
を優先し、生きる力を育む場」そして、「多様な子どもたちが集い、認め合う場」を基
本理念として誰でも平等、公平に利用できるインクルーシブ児童館を目指しています。
子どもにとって安心して遊べ、困った時悩んだ時に頼りになる児童館。保護者にとって
乳幼児と共に、新たな出会いや交流、情報交換ができる児童館。地域にとって子どもと
の交流や見守りを通してつながり、共生の歩みを共に進める児童館を目指していきます。

また、八街市児童館ひまわりの家、老人福祉セ
ンターゆうゆう、中央公園といった３つの社会
資源を活用して異世代交流のコミュニケーショ
ンポイント、地域共生の拠点となるように努め
ていきます。多様な子どもたちの笑顔が溢れる
児童館を目指し、職員全員で子どもたちを支え
ていきます。

� 八街市児童館ひまわりの家　館長　長谷川正幸

　「市議会だより」の編集中にとても悲し
く、悔しい事故が発生してしまいました。
ご親族の胸中は暗澹たる思いと察します。
亡くなったお子様には深く哀悼の意を表し
ます。またお怪我をなさったお子様が一日
も早く回復しますようお祈りいたします。
　今後このような事故が起こらないように
八街市議会議員一同、市長・職員とともに
一丸となって安心・安全な街をつくってま
いります。
� （編集委員　新見　準）

編 集 後 記次回９月定例会日程（予定）
日 月 火 水 木 金 土

8/29 30 31�
本会議 
定例会開会

9/1 2 3�
本会議 
一般質問

4

5 6 7�
本会議 
一般質問

8�
本会議 
一般質問

9 10�
本会議 
議案質疑

11

12 13 14�
委員会 
総務

15�
委員会 
文教福祉

16�
委員会 
経済建設

17 18

19 20 21 22�
決算審査 
特別委員会

23 24�
決算審査 
特別委員会

25

26 27 28�
決算審査 
特別委員会

29�
決算審査 
特別委員会

30 10/1
本会議 
定例会閉会

2

○会議開会予定時刻○
※本会議・委員会…午前10時　　特別委員会…午前９時
※ ：パソコン、スマートフォンなどでインターネット中継をご覧になれます。

▲児童館スタッフのみなさん
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